
第20号▶2月8日現在

問 仙北市新型コロナウイルスワクチン接種推進室　☎ 43-3305

お 知 せら仙北市新型コロナウイルス仙北市新型コロナウイルス
ワクチン接種推進本部からワクチン接種推進本部から

接種券はいつ届くの？
2 回目の接種順にお送りします

2 月 20 日からスタート！
一部日程が変更になっています

期日 時間 会場 予約人数

3 月 19 日土
（モデルナ）

10:00/11:00
角館

138 人

13:30/14:30/15:30 210 人

3 月 26 日土
（モデルナ）

10:00/11:00
角館

138 人

13:30/14:30/15:30 210 人

4 月 6 日水
（ファイザー）

14:00/15:00 角館 138 人

14:00/15:00/16:00 西木 138 人

第1 クール

　新型コロナウイルスワクチンの 3回目の接種が 2
月20日から始まります。接種日程（第1 クール・第
2 クール）は、広報2月1日号2 ページに掲載してい
ますが、次の日程について追加やワクチンの種類な
ど一部変更となっていますのでご注意ください。
　3月1日以降の日程については、広報3月1日号で
改めて掲載しますのでご確認ください。

期日 時間 会場 予約人数

4 月 13 日水
（モデルナ）

14:00/15:00 角館 138 人

14:00/15:00/16:00 西木 138 人

4 月 20 日水
（ファイザー）

14:00/15:00 角館 198 人

14:00/15:00/16:00 西木 198 人

4 月 27 日水
（モデルナ）

14:00/15:00 角館 198 人

14:00/15:00/16:00 西木 198 人

2回目の接種時期 接種券の送付時期 予約開始日
令和3年

7月19日まで
2月16日現在で

送付済み 2月22日火～

令和3年7月20日
～ 31日 3月1日以降 3月16日水～

令和3年8月1日
～ 31日 4月1日以降 4月18日月～

第2 クール

西木地区にお住まいの皆さまへ　ご心配をおかけしたことをお詫び申し上げます

　広報2月1日号で 3回目の接種日程をお知らせしました
が、西木地区の接種回数と接種人数が少ないとのご指摘
をいただいています。会場の確保や医師、看護師などの
確保ができなかったことによりますが、ご心配をおかけ
したことをお詫び申し上げます。
　このため西木コミュニティセンターでの接種回数を増

やすことができないか検討しています。計画の変更があ
れば随時お知らせします。
　なお、3回目の接種は市内のどこの会場でもできます。
送迎などが必要な場合は、角館会場、田沢湖会場へも対
応しますので、希望される方は仙北市新型コロナウイル
スワクチン接種推進室（☎43-3305）へご連絡ください。

　電話予約と LINE 予約を二重にした場合は、
LINE 予約が優先されますので、あらかじめご了承
ください。

予約の方法について
電話予約か LIINE による予約の二通りです !

　仙北市新型コロナウイルスワクチン接種
コールセンターへお電話ください。

☎0570-038899
（土・日曜日、祝日を除く 9:00 ～ 17:00）

　右記の二次元コードか
LINE ID よ り 仙 北 市 公 式
LINE アカウントを友達登
録。LINE 内のワクチン接
種予約を選択し、案内のと
おり必要事項を入力。

LINE ID ▶▶
＠ city.semboku

電
話

Ｌ
ＩＩ
Ｎ
Ｅ

▶角館 ･･･ 角館交流センター
▶西木 ･･･西木コミュニティセンター

　

昭
和
47
年
、
日
本
民
謡
協
会
田
沢

湖
支
部
設
立
時
に
入
会
、
平
成
30
年

ま
で
46
年
間
会
の
運
営
に
積
極
的
に

参
加
し
、
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

昭
和
57
年
に
日
本
民
謡
協
会
全
国
大

会
出
場
、
平
成
７
年
の
同
大
会
に
上

位
入
賞
し
、
平
成
10
年
秋
田
民
謡
協

会
指
導
者
資
格
で
あ
る
「
民
謡
講
師
」

資
格
を
取
得
。
平
成
11
年
秋
か
ら
生

保
内
節
元
唄
教
室
で
講
師
を
務
め
普

及
に
尽
力
し
た
と
し
て
同
協
会
「
貢

献
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
平
成
16

年
に
は
「
日
本
民
謡
協
会
少
年
少
女

民
謡
民
舞
指
導
員
」
と
な
り
、
ま
た

田
沢
湖
公
民
館
主
催
の
民
謡
教
室
で

子
ど
も
た
ち
へ
指
導
し
日
本
民
謡
協

会
「
民
謡
貢
献
賞
」
を
受
賞
。
平
成

21
年
か
ら
は
４
年
間
生
保
内
節
全
国

大
会
の
審
査
員
を
務
め
、
生
保
内
節

元
唄
の
普
及
に
尽
力
す
る
な
ど
地
域

文
化
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

第
16
回 

仙
北
市
芸
術
文
化
章
授
章
式

【
地
域
・
民
謡
】

　
第
８
回
日
本
美
術

展
覧
会
第
３
科
彫
刻

の
部
で
入
選
さ
れ
た

佐
藤
励
さ
ん
（
43
歳
・

角
館
町
雲
然
）
に
は
、

仙
北
市
芸
術
文
化
栄

光
章
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

芸
術
文
化
章

　
１
月
23
日
、
仙
北
市
芸
術
文
化
協
会
（
加
藤
義
規
会
長
）
が
主
催
す
る
「
第
16
回
仙
北
市
芸
術
文
化
章

授
章
式
」
が
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ク
リ
オ
ン
で
開
催
さ
れ
、
佐
藤
ヨ
ツ
子
さ
ん
と
安
藤
満
里
さ
ん

に
芸
術
文
化
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

右
か
ら
、
佐
藤
ヨ
ツ
子
さ
ん
の
代
理

で
出
席
し
た
田
沢
湖
郷
土
芸
能
振
興

会
の
髙
橋
久
吉
理
事
、
安
藤
満
里
さ

ん
、
佐
藤
励
さ
ん
。

　
平
成
15
年
か
ら
25
年
ま
で
田
沢
湖

音
楽
祭
実
行
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

平
成
21
年
に
は
「
古
き
ピ
ア
ノ
に
樺

の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
樺
細

工
で
古
い
ピ
ア
ノ
を
再
生
）
を
立
ち

上
げ
、
代
表
と
し
て
毎
年
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
、
平
成
27
年
か
ら
は
仙
北

市
内
の
学
校
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
の
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た

２
０
１
４
で
は
、「
ク
ニ
マ
ス
の
色

は
い
の
ち
の
色
」
で
企
画
運
営
・
指

導
を
担
当
。
北
東
北
を
中
心
に
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
の
指
導
者
、
コ
ン
ク
ー
ル

の
審
査
員
と
し
て
活
躍
、
後
継
者
の

育
成
に
も
努
め
数
多
く
の
優
秀
な
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
を
輩
出
し
ま
し
た
。

地
域
の
図
書
館
や
小
中
学
校
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
、
読
み
聞
か
せ
と
音
楽
会

の
開
催
、
居
宅
介
護
施
設
等
の
音
楽

活
動
な
ど
を
通
し
て
地
域
文
化
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

栄
光
章

佐藤ヨツ子さん
（82 歳・田沢湖生保内）

安藤満里さん
（66 歳・角館町上菅沢）

【
地
域
・
音
楽
】

芸
術
文
化
章

　仙北地区少年保護育成委員会（荒木和子会長）が、市内
各小・中学校を対象に募集していた「非行防止・健全育成
標語」の入賞作品が、応募総数 664 点の中から決定しました。
　入賞者並びに作品は次のとおりです。（敬称略）

非行防止・健全育成標語

【優秀賞】
大澤あかり（角館小 6 年）　　書きこんだ その一言は 消せないよ

【優良賞】
中村凌磨（角館小 5 年）　　　その情報 本当に信じて だいじょうぶ ?

草彅桜介（白岩小 5 年）　　　はん罪は だれかがきっと 見ているぞ

佐藤優羽（西明寺小 6 年）　　「だいじょうぶ。」 本当はちがう 気づいてよ

伊東万莉（桧木内小 4 年）　　声に出そう 思いはひろがる 友だちの輪

小学校の部

【【優秀賞】
草彅司（角館中 3 年）　　　　プライバシー 保護し未来は 非後悔

【優良賞】
相馬日向葵（角館中 3 年）　　消えないよ 必ず残る デジタルタトゥー

佐藤一帆（神代中 3 年）　　　古くない ? 影口言うの ダサくない ?

杉宮結生希（西明寺中 1 年）　あいさつで 地域 ・ 人が 笑顔になる

浅利奈那（桧木内中 3 年）　　とじないで 明るい未来へ 続く道

入賞作品をご紹介します
小
学
校
の
部
で
優
秀
賞
に
輝
い
た
角
館
小
学

校
の
大
澤
あ
か
り
さ
ん
（
６
年
）。

中
学
校
の
部
で
優
秀
賞
に
輝
い
た
角
館
中

学
校
の
草
彅
司
さ
ん
（
３
年
）。

中学校の部

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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１
月
21
日
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
カ
ヌ
ー・

ス
ラ
ロ
ー
ム
女
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
に
出
場
し
た

佐
藤
彩
乃
選
手
（
秋
田
病
理
組
織
細
胞
診
研
究
セ
ン
タ
ー

所
属
）
が
母
校
の
神
代
中
学
校
を
訪
れ
、
出
場
の
報
告
を

し
ま
し
た
。

　
報
告
会
は
事
前
に
全
校
生
徒
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
事

項
を
も
と
に
生
徒
会
長
の
高
田
菜
花
さ
ん
（
２
年
）
に
よ

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
質
問
は
佐
藤
選
手
自
身
に
関
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
選
手
村
の
様
子
、カ
ヌ
ー
競
技
に
つ
い
て
、

勝
負
強
く
な
る
た
め
の
秘
訣
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
最
後
に
高
田
さ
ん
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
経
験
し
た
先

輩
か
ら
、
私
た
ち
神
代
中
学
校
の
生
徒
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
」
と
問
い
か
け
る
と
、
佐
藤
選
手
は
「
や
っ
て
い
る
と

楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
つ
ら
い
こ
と
も
あ
る
と
思

う
。
本
当
に
つ
ら
く
て
苦
し
い
と
き
は
逃
げ
て
も
大
丈
夫

だ
が
、
や
っ
て
い
る
こ
と
の
先
に
少
し
で
も
自
分
が
目
指

し
て
い
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
諦
め
ず

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
母
校
の
生
徒
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

　
三
浦
永
遠
さ
ん
（
２
年
）
に
感
想
を
伺
う
と
「
元
々
す

ご
く
気
に
な
っ
て
い
た
選
手
村
や
カ
ヌ
ー
の
こ
と
な
ど
佐

藤
彩
乃
さ
ん
か
ら
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
て
非
常
に
よ
い

経
験
が
で
き
た
」
と
話
し
、
卓
球
部
に
所
属
す
る
三
浦
さ

ん
は
「
緊
張
す
る
と
我
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
自
分
を
保
つ

と
い
う
こ
と
を
見
習
い
た
い
」
と
佐
藤
選
手
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
刺
激
を
受
け
た
様
子
で
し
た
。

佐
藤
彩
乃
選
手
が

母
校
で
出
場
報
告

諦
め
な
い
で
挑
戦
し
続
け
て

生徒たちの質問に答える佐藤選手（右）。最後は佐藤選手を囲んで記念撮影。

　
１
月
29
日
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
講

座
の
成
果
発
表
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
開
発
体

験
を
通
し
て
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
習
得
を
め

ざ
す
高
校
生
か
ら
社
会
人
の
受
講
生
10

人
が
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
地
域
課

題
を
解
決
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
を
開
発
し
、
そ
の
内
容
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
各
チ
ー
ム
か
ら
は
、
共
助
公
助
に
資

す
る
除
雪
状
況
共
有
ア
プ
リ
や
ゲ
ー
ム

感
覚
で
市
内
の
周
遊
を
促
す
観
光
情
報

投
稿
ア
プ
リ
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業
で
あ
る
ウ
フ
ル

株
式
会
社
の
坂
本
尚
也
常
務
執
行
役
員

と
田
口
知
明
市
長
の
審
査
の
結
果
、
学

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
講
座
発
表
会

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
地
域
課
題
に
挑
む

校
掲
示
物
の
電
子
化
ア
プ
リ
を
発
表
し

た
社
会
人
の
橋
本
真
治
さ
ん
、
青
柳
嘉

克
さ
ん
、
高
校
生
の
稲
葉
優
羽
さ
ん
の

チ
ー
ム
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
稲
葉
さ
ん
か
ら
は
「
将
来
は
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
実
際
に
自
分
で
ア
プ
リ
の
企
画
を

考
え
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
よ

い
経
験
に
な
っ
た
」
と
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
で
の
集
合
写
真
。

学校掲示物の電子化アプリの画面。

　
１
月
15
日
、
温
泉
の
魅
力
と
毎
日

の
効
果
的
な
入
浴
方
法
を
紹
介
す
る

「
温
泉
と
入
浴
講
座
」
が
秋
田
市
と
仙

北
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
仙
北
市
、（
一
社
）

田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
、
Ｊ
Ｒ
秋

田
支
社
の
３
者
で
締
結
し
て
い
る
観

光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
連
携
協
定

の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
五
感
楽

農
事
業
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
角
館
庁
舎
で
開
催
さ
れ
た
同
講
座

に
は
17
人
が
参
加
。

　
は
じ
め
に
、
鶴
の
湯
温
泉
の
佐
藤

和
志
代
表
取
締
役
会
長
が
「
鶴
の
湯

温
泉
と
入
浴
講
座

温
泉
の
魅
力
と
効
果
的
な
入
浴
方
法
を
学
ぶ

温
泉
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
」
と
題
し

て
講
演
し
ま
し
た
。
佐
藤
会
長
は
食

材
は
な
る
べ
く
地
元
の
も
の
を
使
い
、

清
潔
感
を
大
事
に
し
な
が
ら
古
い
も

の
を
活
か
す
の
が
こ
だ
わ
り
と
話
し

ま
す
。
ま
た
、
ス
ス
キ
の
活
用
に
つ

い
て
「
旅
館
に
ス
ス
キ
が
あ
る
と
い

う
の
は
手
入
れ
が
悪
い
と
思
わ
れ
る

が
、
一
冬
で
壊
れ
る
垣
根
の
代
わ
り

や
目
隠
し
し
た
い
部
分
に
置
い
た
ス

ス
キ
が
建
物
の
古
さ
に
合
っ
た
」
と

紹
介
。
秘
湯
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
合

う
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、「
規
模
拡
大
や

「すきま風もごちそう」と話す佐藤さん。

今
以
上
に
近
代
化
を
す
る
必
要
も
な

い
。
水
車
、
い
ろ
り
、
ラ
ン
プ
が
似

合
う
よ
う
な
宿
で
あ
る
こ
と
が
生
き

残
れ
る
要
素
だ
と
思
う
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
市
と
包
括
連
携
協
定
を

結
ん
で
い
る
株
式
会
社
バ
ス
ク
リ
ン

の
つ
く
ば
研
究
所
で
入
浴
と
健
康
維

持
の
関
係
を
研
究
す
る
薬
学
博
士
の

石
澤
太
市
さ
ん
が
「
バ
ス
ク
リ
ン
が

指
南
！
毎
日
の
健
康
的
で
癒
さ
れ
る

入
浴
法
」
と
題
し
て
講
演
。
石
澤
さ

ん
は
数
々
の
入
浴
法
を
試
し
た
20
年

以
上
の
研
究
デ
ー
タ
を
も
と
に
健
康

に
つ
な
が
る
入
浴
法
を
提
案
。
効
果

的
な
入
浴
法
と
し
て
「
入
浴
は
就
寝

の
１
時
間
～
１
時
間
半
前
で
、
少
し

ぬ
る
め
の
お
湯
に
ゆ
っ
く
り
と
つ
か

る
こ
と
で
、
保
温
効
果
が
高
ま
る
ほ

か
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
良
質
な
睡
眠
、

肌
の
保
湿
に
効
果
的
」
と
話
し
ま
す
。

さ
ら
に
入
浴
剤
を
使
用
す
る
こ
と
で

こ
れ
ら
の
効
果
が
高
ま
る
そ
う
で
す
。

　
講
座
の
参
加
者
か
ら
は
「
鶴
の
湯

温
泉
さ
ん
に
泉
質
が
違
う
四
つ
の
源

泉
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

苦
労
も
あ
わ
せ
て
歴
史
を
詳
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と

話
し
、
続
け
て
「
入
浴
で
健
康
的
に

な
れ
る
こ
と
を
聞
い
て
入
り
た
く

な
っ
た
」
と
温
泉
と
入
浴
へ
の
関
心

を
深
め
た
よ
う
で
し
た
。

効果的な入浴法について解説する石澤さん。

　

１
月
23
日
、
田
沢
湖
総
合
開

発
セ
ン
タ
ー
で
仙
北
市
防
犯
協

会
生
保
内
支
部
の
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
出
動
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
と
は

隊
員
が
車
両
に
青
色
回
転
灯
を

装
備
し
、
地
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
、
地
域
住
民
の
防
犯
意
識
を

啓
発
す
る
活
動
で
す
。

　
同
協
会
生
保
内
支
部
の

熊
谷
勇
一
郎
支
部
長
は「
自

動
車
に
よ
る
自
主
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
地
域

住
民
の
防
犯
意
識
の
啓
発

に
つ
な
が
る
。発
見・報
告・

共
通
理
解
を
大
事
に
し
て

隊
員
一
体
と
な
っ
た
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

出
動
宣
言
が
同
セ
ン

タ
ー
玄
関
で
行
わ
れ
、「
地

域
住
民
が
安
全
で
安
心
し

て
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い

生
活
を
す
る
た
め
に
、
事

故
の
発
生
を
未
然
に
抑
止

仙
北
市
防
犯
協
会
生
保
内
支
部

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
出
動
式

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」

で
き
る
よ
う
徹
底
し
た
巡
回
活

動
を
す
る
」
と
宣
言
。
そ
の
後
、

号
令
に
よ
り
班
ご
と
に
乗
車
し
、

各
方
面
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
生
保
内
支
部
隊
員
21

人
が
、
10
台
の
青
色
回
転
灯
を

装
備
し
た
車
両
で
各
担
当
地
区

を
巡
回
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
方
々
が
安
全
・
安
心
に
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
防
犯
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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こ
の
度
、
令
和
３
年
度
秋
田
県
小
学
生
人
権
標
語

コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
多
数
の
児
童
か
ら
優
秀
な

作
品
の
応
募
が
あ
り
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
に
貢
献

し
た
と
し
て
、
白
岩
小
学
校
に
秋
田
地
方
法
務
局
長

と
秋
田
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
秋
田
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
が
広
く
人
権
意
識
の
高
揚
を
目

的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度
は
秋
田
県
内

１
４
５
校
、
９
３
２
３
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
月
28
日
に
行
わ
れ
た
感
謝
状
の
伝
達
に
は
、
６

年
生
５
人
が
出
席
。
角
館
地
区
の
人
権
擁
護
委
員
の

千
葉
悟
見
さ
ん
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
福
原
昭
信
校
長
は
「
こ
の
後
、
職
員
の
企
画
に
よ

り
全
学
年
で
い
じ
め
に
関
す
る
道
徳
の
授
業
を
予

定
し
て
い
る
。
授
業
を
通
し
て
児
童
た
ち
の
人
権
に

関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

令和３年度秋田県小学生人権標語コンテスト

白岩小学校に感謝状

左から人権擁護委員の千葉悟見さん、黒澤福子さん、白岩小学校 6 年の高村歩
斗さん、千葉桜誠さん、草彅爽華さん、渡辺星乃さん、藤元向日葵さん、同委員
の茂木一代さん。

　
こ
の
度
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

顕
彰
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
発
展
に
貢
献
し
た

と
し
て
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら

故
梁
田
純
一
郎
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
梁
田
さ
ん
は
西
木
村
時
代
か
ら
村

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
の
副
本
部
長

を
務
め
た
ほ
か
、
平
成
２
年
に
は
き

た
う
ら
ア
ク
ア
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
の
ち
に
ア
ク
ア
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

の
設
立
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
町
村
合
併
後
も
仙
北
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
本
部
の
副
本
部
長
を
担
っ

た
ほ
か
、
同
少
年
団
の
代
表
と
し
て

特
に
水
泳
の
指
導
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
技
術
的
な
向
上
は
も
ち
ろ
ん

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
育
成
に
あ
た

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
内
外

の
小
学
校
で
広
く
水
泳
を
指
導
す
る

な
ど
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ

て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
続
け

ま
し
た
。

　
感
謝
状
は
こ
の
よ
う
な
生
前
の
梁

田
さ
ん
の
功
績
に
対
し
て
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
１
月
25
日
、
市
役
所
西
木
庁
舎
に

報
告
に
訪
れ
た
奥
様
の
梁
田
美
和
子

さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
と
接
し
、
一

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
顕
彰

故 

梁
田
純
一
郎
さ
ん
に
感
謝
状

緒
に
い
る
の
が
と
て
も
楽
し
そ
う

だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま

た
、
娘
さ
ん
の
門
脇
砂
絵
美
さ
ん
は

「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
指
導
方
法

な
ど
を
よ
く
勉
強
す
る
姿
を
見
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
父
は
よ

い
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
」
と
話
し
ま
し
た
。

左から娘さんの門脇砂絵美さん、奥様の梁田美和子
さん、須田教育長。 故梁田純一郎さん。

　
昨
年
の
12
月
11
日
、
さ
い
た
ま

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

た
第
49
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全

国
大
会
（
一
般
社
団
法
人
日
本

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
協
会
主
催
）

に
出
場
し
た
角
館
小
学
校
金
管
バ

ン
ド
部
ド
リ
ー
ム
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

グ
ッ
ド
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
を
受

賞
し
、
１
月
18
日
に
教
育
長
へ
報

告
に
訪
れ
ま
し
た
。
報
告
に
訪
れ

た
の
は
、
部
員
を
代
表
し
て
部
長

の
若
松
海
那
さ
ん
、
副
部
長
の
金

谷
ひ
よ
の
さ
ん
、
大
石
果
穏
さ
ん

の
３
人
。

　
昨
年
の
初
出
場
に
続
き
、
今
年

も
東
北
代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ

の
出
場
を
決
め
た
ド
リ
ー
ム
ハ
ー

モ
ニ
ー
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
ビ
デ
オ

審
査
と
な
っ
た
た
め
、
会
場
で
の

披
露
は
初
め
て
と
な
り
ま
し
た
。

憧
れ
て
い
た
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー

ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て
「
今
ま
で
演

奏
し
て
き
た
会
場
よ
り
も
す
ご
く

広
く
て
び
っ
く
り
し
た
」
と
、
３

人
は
口
を
そ
ろ
え
て
話
し
ま
す
。

　
出
場
し
た
の
は
３
年
生
か
ら
６

年
生
の
34
人
。「
闘
龍
舞
華
（
と
う

第
49
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会

ド
リ
ー
ム
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

グ
ッ
ド
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
を
受
賞

り
ゅ
う
ま
い
か
）」
を
テ
ー
マ
に
、

古
代
中
国
の
美
し
い
情
景
や
伝
統

文
化
、
戦
い
を
演
奏
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
表
現
し
ま
し
た
。
昨
年

会
場
で
の
披
露
が
叶
わ
な
か
っ
た

先
輩
た
ち
の
応
援
を
受
け
取
っ
て

本
番
に
臨
ん
だ
部
員
の
皆
さ
ん
。

若
松
さ
ん
は
「
ミ
ス
し
て
し
ま
っ

た
が
、
全
体
を
見
た
と
き
に
は
音

が
出
て
い
た
し
、
み
ん
な
の
絆
が

詰
ま
っ
た
演
奏
が
で
き
た
」、
金

谷
さ
ん
は
「
間
違
っ
た
と
こ
ろ
も

含
め
て
最
高
だ
っ
た
」、
大
石
さ

ん
は
「
思
い
返
す
と
ミ
ス
も
あ
っ

た
が
そ
れ
も
含
め
て
い
い
演
奏
・

演
技
が
で
き
た
」
と
振
り
返
り
ま

す
。

　
ま
た
、
顧
問
の
高
橋
猛
先
生
は

「
６
年
生
が
リ
ー
ド
し
て
練
習
を

進
め
て
く
れ
る
の
で
上
達
す
る
ス

ピ
ー
ド
が
速
か
っ
た
と
思
う
。
子

ど
も
た
ち
の
ミ
ス
し
そ
う
な
と
こ

ろ
は
予
想
で
き
た
が
本
番
は
心
配

だ
っ
た
と
こ
ろ
が
す
べ
て
う
ま
く

い
っ
た
。
完
璧
な
シ
ョ
ー
だ
っ
た

と
思
う
」
と
評
価
し
ま
し
た
。

　
後
輩
た
ち
に
は
自
分
た
ち
の
意

志
を
継
い
で
、
ぜ
ひ
来
年
も
全
国

報告に訪れた（左から）金谷ひよのさん、若松海那さん、
大石果穏さん。

大
会
出
場
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と

期
待
を
寄
せ
る
３
人
。
若
松
さ
ん

は
、「
マ
ー
チ
ン
グ
は
み
ん
な
が

主
役
だ
か
ら
こ
そ
み
ん
な
が
輝
い

て
見
え
る
。
楽
器
を
吹
く
こ
と
は

日
常
生
活
に
は
な
い
初
め
て
の
こ

と
。
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る
ま

で
に
上
達
し
て
い
く
日
々
の
成
長

を
自
分
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
楽
し
い
」
と
、
こ
れ
か

ら
入
部
す
る
後
輩
た
ち
に
伝
え
た

い
と
話
し
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
前
に
撮
影
し
た
映
像

を
３
月
ま
で
の
期
間
限
定
で
仙

北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w
.city.sem

boku.akita.
jp

/citizens/kakusyo
_

dream
harm

ony.htm
l

）
に
公

開
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
息
の

合
っ
た
演
奏
と
表
現
力
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
１
月
28
日
、
仙
北
市
と
社
会
福
祉
法
人
仙
北
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
仙
北
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
設
置
お
よ
び
運
営
な
ど
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
で
地
震
や
風
水
害
な
ど
に
よ
る

災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
迅
速
か
つ
効
率
的
に
被

災
者
に
対
す
る
生
活
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
と
そ
の
運
営
な
ど
に
関
し
て
具
体
的
な
事
項
を

定
め
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
協
定
で
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
や
業
務
、

資
機
材
な
ど
の
確
保
、
設
置
・
運
営
に
関
す
る
経

費
な
ど
に
つ
い
て
取
り
決
め
が
交
わ
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
災
害
時
、
仙
北
市
と
同
協
議
会
は
協
定

に
も
と
づ
き
連
携
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

災害ボランティアセンターの
設置・運営に関する協定を締結

仙北市×仙北市社会福祉協議会

仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
能
美
忠
堯

会
長
（
右
）
と
田
口
市
長
（
左
）。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
文
化
財
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

第
４
回
文
化
財
講
習
会
を
１
月
26
日
、角
館
庁
舎
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
仙
北
市
角
館
町
文
化
財
保
護
協
会
の
中
田
達
男
会
長
を
講
師
に
迎

え
、「
仙
北
市
の
文
化
財
を
知
ろ
う
！
烏
帽
子
於
也
を
楽
し
む
」
と

題
し
て
講
演
い
た
だ
き
、烏
帽
子
於
也
が
作
成
さ
れ
た
時
代
背
景
や
、

使
用
さ
れ
て
い
た
家
塾
の
説
明
を
皮
切
り
に
、
興
味
深
い
内
容
を
分

か
り
や
す
く
丁
寧
に
伝
え
る
講
習
会
と
な
り
、
11
人
の
参
加
者
は
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
文
化
財
保
護
室
で
は
、
引

き
続
き
令
和
４
年
度
も
文

化
財
講
習
会
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
日
程
な
ど
が
決

ま
り
ま
し
た
ら
、
広
報
で

周
知
し
ま
す
の
で
、
楽
し

み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

鳥
え ぼ し お や

帽子於也の知識深める

講師の中田達男会長。

第 4 回文化財講習会を開催
　

１
月
23
日
、
第
19

回
秋
田
県
小
学
生
イ

ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ

加藤さん（左・生保内小 6 年）と
進藤さん（右・西明寺小 6 年）ペア。

第
19
回
秋
田
県
小
学
生

イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

加
藤
・
進
藤
ペ
ア
が
準
優
勝

ス
選
手
権
大
会
が
ニ

プ
ロ
ハ
チ
公
ド
ー
ム

（
大
館
樹
海
ド
ー
ム
・

大
館
市
）
で
開
催
さ

れ
、
男
子
１
部
リ
ー

グ
に
出
場
し
た
仙
北

市
ジ
ュ
ニ
ア
の
加
藤

悠
愛
・
進
藤
天
翔
ペ

ア
が
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

　

順
当
に
勝
ち

進
み
、
初
の
決

勝
進
出
と
な
っ

た
加
藤
・
進
藤

ペ
ア
は
、
接
戦

の
末
惜
し
く
も

敗
れ
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
粘
り

強
い
戦
い
で
健

闘
し
ま
し
た
。

栄光･表彰 旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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